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(57)【要約】
【課題】複数の画像を別方向に表示するための構成や処
理を簡素化する。
【解決手段】表示装置１００は、Ｘ方向に延在する複数
の走査線１２と、Ｙ方向に延在する複数の信号線１４と
を具備する。素子部Ｑには、複数の信号線１４の各々に
対応する複数の表示素子ＥをＸ方向に配列した複数の素
子行ＲがＹ方向に並置される。複数の素子行Ｒの各々に
おいては、表示光の出射の方向が相違する第１表示素子
Ｅ1と第２表示素子Ｅ2とが交互に配列する。複数の走査
線１２のうち複数の第１走査線１２Aの各々には、２以
上の素子行Ｒの各々に属するとともに別個の信号線１４
に対応する２以上の第１表示素子Ｅ1が接続される。複
数の走査線１２のうち複数の第２走査線１２Bの各々に
は、２以上の素子行Ｒの各々に属するとともに別個の信
号線１４に対応する２以上の第２表示素子Ｅ2が接続さ
れる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向に延在する複数の走査線と、
　前記第１方向に交差する第２方向に延在する複数の信号線と、
　前記複数の信号線の各々に対応する複数の表示素子を前記第１方向に配列した複数の素
子行が前記第２方向に並置された素子部と、
　前記複数の表示素子のうちの複数の第１表示素子の各々の表示光と複数の第２表示素子
の各々の表示光とを同方向に進行させる第１状態と、前記複数の第１表示素子の各々の表
示光と前記複数の第２表示素子の各々の表示光とを別方向に進行させる第２状態との何れ
かに設定される光制御体と
　を具備し、
　前記複数の走査線は、２以上の素子行の各々に属するとともに別個の信号線に対応する
２以上の前記第１表示素子が各々に接続された複数の第１走査線と、２以上の素子行の各
々に属するとともに別個の信号線に対応する２以上の前記第２表示素子が各々に接続され
た複数の第２走査線とを含む
　表示装置。
【請求項２】
　前記各第１表示素子と前記各第２表示素子とは前記第１方向および前記第２方向の各々
に沿って交互に配列する
　請求項１の表示装置。
【請求項３】
　前記複数の第１走査線の各々と前記複数の第２走査線の各々とを前記第２方向に沿った
順番で選択期間毎に交互に選択する走査線駆動回路と、
　前記光制御体が前記第１状態にあるときに、前記複数の表示素子の各々における印加電
圧の極性が、同じ走査線に接続されて相隣接する各信号線に対応する各表示素子にて逆極
性となり、かつ、前記第２方向に隣接する前記各表示素子にて逆極性となる一方、前記光
制御体が前記第２状態にあるときに、前記複数の表示素子の各々における印加電圧の極性
が、同じ走査線に接続されて相隣接する各信号線に対応する各表示素子にて逆極性となり
、かつ、前記第２方向に隣接する前記第１表示素子と前記第２表示素子とを単位として反
転するように、前記各表示素子の印加電圧を指定するデータ電圧を前記選択期間毎に前記
各信号線に出力する信号線駆動回路と
　を具備する請求項２の表示装置。
【請求項４】
　前記複数の表示素子は、複数の表示色に対応する所定個を単位として複数の素子群に区
分され、
　前記複数の第１走査線の各々と前記複数の第２走査線の各々とを前記第２方向に沿った
順番で選択期間毎に交互に選択する走査線駆動回路と、
　前記光制御体が前記第１状態にあるときに、前記複数の表示素子の各々における印加電
圧の極性が、同じ素子群に属する前記所定個の表示素子にて同極性となり、かつ、同じ走
査線に接続されて前記第１方向に隣接する各素子群にて逆極性となり、かつ、前記第２方
向に隣接する前記各表示素子にて逆極性となる一方、前記光制御体が前記第２状態にある
ときに、前記複数の表示素子の各々における印加電圧の極性が、同じ素子群に属する前記
所定個の表示素子にて同極性となり、かつ、同じ走査線に接続されて前記第１方向に隣接
する各素子群にて逆極性となり、かつ、前記第２方向に隣接する前記第１表示素子と前記
第２表示素子とを単位として反転するように、前記各表示素子の印加電圧を指定するデー
タ電圧を前記選択期間毎に前記各信号線に出力する信号線駆動回路と
　を具備する請求項２の表示装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４の何れかの表示装置を具備する電子機器。
【請求項６】
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　第１方向に延在する複数の走査線と、前記第１方向に交差する第２方向に延在する複数
の信号線と、前記複数の信号線の各々に対応する複数の表示素子を前記第１方向に配列し
た複数の素子行が前記第２方向に並置された素子部とを具備し、前記複数の表示素子のう
ち複数の第１表示素子の各々と複数の第２表示素子の各々とが前記第１方向および前記第
２方向の各々に沿って交互に配列する表示装置の駆動方法であって、
　前記複数の走査線は、２以上の素子行の各々に属するとともに別個の信号線に対応する
２以上の前記第１表示素子が各々に接続された複数の第１走査線と、２以上の素子行の各
々に属するとともに別個の信号線に対応する２以上の前記第２表示素子が各々に接続され
た複数の第２走査線とを含み、
　前記複数の第１走査線の各々と前記複数の第２走査線の各々とを前記第２方向に沿った
順番で選択期間毎に交互に選択し、
　前記複数の第１表示素子の各々の表示光と前記複数の第２表示素子の各々の表示光とを
同方向に進行させる第１状態において、前記複数の表示素子の各々における印加電圧の極
性が、同じ走査線に接続されて相隣接する各信号線に対応する各表示素子にて逆極性とな
り、かつ、前記第２方向に隣接する前記各表示素子にて逆極性となる一方、前記複数の第
１表示素子の各々の表示光と前記複数の第２表示素子の各々の表示光とを別方向に進行さ
せる第２状態において、前記複数の表示素子の各々における印加電圧の極性が、同じ走査
線に接続されて相隣接する各信号線に対応する各表示素子にて逆極性となり、かつ、前記
第２方向に隣接する前記第１表示素子と前記第２表示素子とを単位として反転するように
、前記各表示素子の印加電圧を指定するデータ電圧を前記選択期間毎に前記各信号線に出
力する
　表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　第１方向に延在する複数の走査線と、前記第１方向に交差する第２方向に延在する複数
の信号線と、前記複数の信号線の各々に対応する複数の表示素子を前記第１方向に配列し
た複数の素子行が前記第２方向に並置された素子部とを具備し、前記複数の表示素子のう
ち複数の第１表示素子の各々と複数の第２表示素子の各々とが前記第１方向および前記第
２方向の各々に沿って交互に配列する表示装置の駆動方法であって、
　前記複数の表示素子は、複数の表示色に対応する所定個を単位として複数の素子群に区
分され、
　前記複数の走査線は、２以上の素子行の各々に属するとともに別個の信号線に対応する
２以上の前記第１表示素子が各々に接続された複数の第１走査線と、２以上の素子行の各
々に属するとともに別個の信号線に対応する２以上の前記第２表示素子が各々に接続され
た複数の第２走査線とを含み、
　前記複数の第１走査線の各々と前記複数の第２走査線の各々とを前記第２方向に沿った
順番で選択期間毎に交互に選択し、
　前記複数の第１表示素子の各々の表示光と前記複数の第２表示素子の各々の表示光とを
同方向に進行させる第１状態において、前記複数の表示素子の各々における印加電圧の極
性が、同じ素子群に属する前記所定個の表示素子にて同極性となり、かつ、同じ走査線に
接続されて前記第１方向に隣接する各素子群にて逆極性となり、かつ、前記第２方向に隣
接する前記各表示素子にて逆極性となる一方、前記複数の第１表示素子の各々の表示光と
前記複数の第２表示素子の各々の表示光とを別方向に進行させる第２状態において、前記
複数の表示素子の各々における印加電圧の極性が、同じ素子群に属する前記所定個の表示
素子にて同極性となり、かつ、同じ走査線に接続されて前記第１方向に隣接する各素子群
にて逆極性となり、かつ、前記第２方向に隣接する前記第１表示素子と前記第２表示素子
とを単位として反転するように、前記各表示素子の印加電圧を指定するデータ電圧を前記
選択期間毎に前記各信号線に出力する
　表示装置の駆動方法。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の方向に別個の画像を出力する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の方向に別個の画像（以下では便宜的に「第１画像」および「第２画像」という）
を表示する技術が従来から提案されている。例えば、相互に視差を有する第１画像および
第２画像を観察者の右眼の方向と左眼の方向とに出力することで観察者に立体感を知覚さ
せる技術や、表示装置に対して別方向に居る各観察者に第１画像および第２画像を別個に
視認させる技術（例えば、表示面の右前方の観察者に第１画像を視認させるとともに左前
方の観察者に道案内用の第２画像を視認させるカーナビゲーション装置）が提案されてい
る。特許文献１の表示装置においては、右眼用の第１画像を表示する画素と左眼用の第２
画像を表示する画素とが縦方向および横方向の各々に沿って交互に配置される。右眼用の
画素の表示光と左目用の画素の表示光とは、各画素に対応する開口部と遮光部とが縦方向
および横方向に配列された光学体によって分離されたうえで別方向に出射する。
【特許文献１】特許第３０９６６１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、特許文献１の構成においては、第１画像の表示素子と第２画像の表示素子とが
共通の走査線に接続されて横方向に交互に配列するため、各走査線が選択される期間（水
平走査期間）内において、第１画像の各画素に応じた信号と第２画像の各画素に応じた信
号とを選択行の複数の画素の各々に並列に供給する必要がある。したがって、第１画像と
第２画像とを合成するための処理や回路が複雑化するという問題がある。以上の事情を考
慮して、本発明は、複数の画像を別方向に表示するための構成や処理を簡素化することを
ひとつの目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　以上の課題を解決するために、本発明に係る表示装置は、第１方向に延在する複数の走
査線と、第１方向に交差する第２方向に延在する複数の信号線と、複数の信号線の各々に
対応する複数の表示素子を第１方向に配列した複数の素子行が第２方向に並置された素子
部と、複数の表示素子のうちの複数の第１表示素子の各々の表示光と複数の第２表示素子
の各々の表示光とを同方向に進行させる第１状態と、複数の第１表示素子の各々の表示光
と複数の第２表示素子の各々の表示光とを別方向に進行させる第２状態との何れかに設定
される光制御体とを具備し、複数の走査線は、２以上の素子行の各々に属するとともに別
個の信号線に対応する２以上の第１表示素子が各々に接続された複数の第１走査線と、２
以上の素子行の各々に属するとともに別個の信号線に対応する２以上の第２表示素子が各
々に接続された複数の第２走査線とを含む。本発明の表示装置は各種の電子機器に利用さ
れる。
【０００５】
　以上の構成においては、第１走査線には複数の表示素子のうち第１表示素子のみが接続
され、第２走査線には複数の表示素子のうち第２表示素子のみが接続されるから、第１表
示素子と第２表示素子とに別個の画像が表示される場合であっても、第１走査線の選択時
に各信号線に供給される信号を共通の画像に応じて生成し、第２走査線の選択時に各信号
線に供給される信号を共通の画像に応じて生成することが可能である。したがって、第１
表示素子が表示する画像と第２表示素子が表示する画像とを合成するための煩雑な処理や
回路が不要となる。また、ひとつの画像を同方向に表示する動作と複数の画像を別方向に
表示する動作とを光制御体の状態に応じて選択することが可能である。
【０００６】
　なお、第１表示素子の表示光とは、第１表示素子から観察側への出射光と照明装置から
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第１表示素子への照射光との双方を含む概念である。したがって、光制御体は、素子部に
対して観察側（前面側）および素子部に対して背面側（例えば素子部と照明装置との間隙
）の何れに配置されてもよい。第２表示素子の表示光についても同様である。
【０００７】
　本発明の具体的な態様において、各第１表示素子と各第２表示素子とは第１方向および
第２方向の各々に沿って交互に配列する。以上の態様によれば、第１表示素子の表示光と
第２表示素子の表示光とを確実かつ均等に別方向に分離することが可能である。
【０００８】
　本発明の第１の態様に係る表示装置は、複数の第１走査線の各々と複数の第２走査線の
各々とを第２方向に沿った順番で選択期間毎に交互に選択する走査線駆動回路と、光制御
体が第１状態にあるときに、複数の表示素子の各々における印加電圧の極性が、同じ走査
線に接続されて相隣接する各信号線に対応する各表示素子にて逆極性となり、かつ、第２
方向に隣接する各表示素子にて逆極性となる一方、光制御体が第２状態にあるときに、複
数の表示素子の各々における印加電圧の極性が、同じ走査線に接続されて相隣接する各信
号線に対応する各表示素子にて逆極性となり、かつ、第２方向に隣接する第１表示素子と
第２表示素子とを単位として反転するように、各表示素子の印加電圧を指定するデータ電
圧を選択期間毎に各信号線に出力する信号線駆動回路とを具備する。以上の態様において
は、印加電圧が正極性に設定された表示素子と印加電圧が負極性に設定された表示素子と
が分散的に配置されて画像が表示されるから、例えば印加電圧の極性に応じて表示素子の
階調が相違する場合であっても、画像の階調を均一化することが可能である。また、第２
方向に隣接する第１表示素子と第２表示素子とを単位として印加電圧の極性が反転するか
ら、第２方向に隣接する総ての表示素子について印加電圧が逆極性となる構成と比較して
、駆動回路にて消費される電力が低減される。さらに、光制御体が第１状態にある場合と
第２状態にある場合とでデータ電圧の極性の反転の周期が変化するに過ぎないから、信号
線駆動回路における処理や構成が簡素化されるという利点がある。
【０００９】
　本発明の第２の態様に係る表示装置において、複数の表示素子は、複数の表示色に対応
する所定個を単位として複数の素子群に区分され、複数の第１走査線の各々と複数の第２
走査線の各々とを第２方向に沿った順番で選択期間毎に交互に選択する走査線駆動回路と
、光制御体が第１状態にあるときに、複数の表示素子の各々における印加電圧の極性が、
同じ素子群に属する所定個の表示素子にて同極性となり、かつ、同じ走査線に接続されて
第１方向に隣接する各素子群にて逆極性となり、かつ、第２方向に隣接する各表示素子に
て逆極性となる一方、光制御体が第２状態にあるときに、複数の表示素子の各々における
印加電圧の極性が、同じ素子群に属する所定個の表示素子にて同極性となり、かつ、同じ
走査線に接続されて第１方向に隣接する各素子群にて逆極性となり、かつ、第２方向に隣
接する第１表示素子と第２表示素子とを単位として反転するように、各表示素子の印加電
圧を指定するデータ電圧を選択期間毎に各信号線に出力する信号線駆動回路とを具備する
。以上の態様においては、同じ素子群内において各表示素子の印加電圧が同極性に設定さ
れるから、各表示色の階調の関係が正確に設定される。また、各表示素子の印加電圧が正
極性に設定された素子群と各表示素子の印加電圧が負極性に設定された素子群とが分散的
に配置されて画像が表示されるから、例えば印加電圧の極性に応じて表示素子の階調が相
違する場合であっても、画像の階調を均一化することが可能である。さらに、第２方向に
隣接する第１表示素子と第２表示素子とを単位として印加電圧の極性が反転するから、第
２方向に隣接する総ての表示素子について印加電圧が逆極性となる構成と比較して、駆動
回路にて消費される電力が低減される。また、光制御体が第１状態にある場合と第２状態
にある場合とでデータ電圧の極性の反転の周期が変化するに過ぎないから、信号線駆動回
路における処理や構成が簡素化されるという利点がある。
【００１０】
　本発明は、表示装置を駆動する方法としても特定される。表示装置は、以上の各態様に
例示したように、第１方向に延在する複数の走査線と、第１方向に交差する第２方向に延
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在する複数の信号線と、複数の信号線の各々に対応する複数の表示素子を第１方向に配列
した複数の素子行が第２方向に並置された素子部とを具備し、複数の表示素子のうち複数
の第１表示素子の各々と複数の第２表示素子の各々とが第１方向および第２方向の各々に
沿って交互に配列し、複数の走査線は、２以上の素子行の各々に属するとともに別個の信
号線に対応する２以上の第１表示素子が各々に接続された複数の第１走査線と、２以上の
素子行の各々に属するとともに別個の信号線に対応する２以上の第２表示素子が各々に接
続された複数の第２走査線とを含む。
【００１１】
　ひとつの態様に係る駆動方法は、複数の第１走査線の各々と複数の第２走査線の各々と
を第２方向に沿った順番で選択期間毎に交互に選択し、複数の第１表示素子の各々の表示
光と複数の第２表示素子の各々の表示光とを同方向に進行させる第１状態において、複数
の表示素子の各々における印加電圧の極性が、同じ走査線に接続されて相隣接する各信号
線に対応する各表示素子にて逆極性となり、かつ、第２方向に隣接する各表示素子にて逆
極性となる一方、複数の第１表示素子の各々の表示光と複数の第２表示素子の各々の表示
光とを別方向に進行させる第２状態において、複数の表示素子の各々における印加電圧の
極性が、同じ走査線に接続されて相隣接する各信号線に対応する各表示素子にて逆極性と
なり、かつ、第２方向に隣接する第１表示素子と第２表示素子とを単位として反転するよ
うに、各表示素子の印加電圧を指定するデータ電圧を選択期間毎に各信号線に出力する。
以上の方法によれば、第１の態様に係る表示装置と同様の作用および効果が奏される。
【００１２】
　複数の表示素子が、複数の表示色に対応する所定個を単位として複数の素子群に区分さ
れた態様に係る駆動方法は、複数の第１走査線の各々と複数の第２走査線の各々とを第２
方向に沿った順番で選択期間毎に交互に選択し、複数の第１表示素子の各々の表示光と複
数の第２表示素子の各々の表示光とを同方向に進行させる第１状態において、複数の表示
素子の各々における印加電圧の極性が、同じ素子群に属する所定個の表示素子にて同極性
となり、かつ、同じ走査線に接続されて第１方向に隣接する各素子群にて逆極性となり、
かつ、第２方向に隣接する各表示素子にて逆極性となる一方、複数の第１表示素子の各々
の表示光と複数の第２表示素子の各々の表示光とを別方向に進行させる第２状態において
、複数の表示素子の各々における印加電圧の極性が、同じ素子群に属する所定個の表示素
子にて同極性となり、かつ、同じ走査線に接続されて第１方向に隣接する各素子群にて逆
極性となり、かつ、第２方向に隣接する第１表示素子と第２表示素子とを単位として反転
するように、各表示素子の印加電圧を指定するデータ電圧を選択期間毎に各信号線に出力
する。以上の方法によれば、第２の態様に係る表示装置と同様の作用および効果が奏され
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
＜Ａ：第１実施形態＞
　図１は、本発明の第１実施形態に係る表示装置の平面図である。図１に示すように、表
示装置１００は、表示体１０と光制御体８０とを具備する。表示体１０は、所定の間隔を
あけて相対向する２枚の基板の間隙に液晶を封止した液晶表示パネルである。光制御体８
０は、表示体１０の観察側（画像の出力側）に配置された板状の部材である。なお、表示
体１０の背面側（表示体１０を挟んで光制御体８０とは反対側）には表示体１０を照明す
る照明装置（バックライト）が実際には配置されるが、図１では便宜的に図示を省略した
。
【００１４】
　図２は、表示体１０の電気的な構成を示すブロック図である。図１および図２に示すよ
うに、表示体１０は、複数の表示素子Ｅ（Ｅ1，Ｅ2）を平面状に配列した素子部Ｑを具備
する。複数の表示素子Ｅの各々は、相対向する各電極（画素電極と対向電極）の間隙に液
晶を介在させた液晶素子であり、印加電圧に応じて階調（照明装置からの照射光の透過率
）が変化する。
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【００１５】
　図２に示すように、素子部Ｑ内には、Ｘ方向に延在する２ｍ本の走査線１２（１２A，
１２B）と、Ｘ方向に交差するＹ方向に延在するｎ本の信号線１４とが形成される（ｍお
よびｎは自然数）。複数の表示素子Ｅは、走査線１２と信号線１４との各交差に対応して
Ｘ方向およびＹ方向に行列状に配列する。すなわち、素子部Ｑ内においては、各信号線１
４に対応するｎ個の表示素子ＥをＸ方向に配列した複数の集合（以下「素子行」という）
ＲがＹ方向に並置される。なお、実際には、ゲートが走査線１２に接続されたトランジス
タが表示素子Ｅと信号線１４との間に介在するが、図１や図２ではトランジスタの図示を
便宜的に省略した。
【００１６】
　図２に示すように、複数の表示素子Ｅは第１表示素子Ｅ1と第２表示素子Ｅ2とに区別さ
れる。なお、図２および以後の各図においては、第１表示素子Ｅ1と第２表示素子Ｅ2とを
区別するために第１表示素子Ｅ1のみに便宜的に斜線を付した。各第１表示素子Ｅ1と各第
２表示素子Ｅ2とはＸ方向およびＹ方向の各々に沿って交互に配列する。すなわち、素子
部Ｑのうち奇数行目の各素子行Ｒ（ｍ個）における奇数列目の表示素子Ｅと偶数行目の各
素子行Ｒにおける偶数列目の表示素子Ｅとが第１表示素子Ｅ1であり、素子部Ｑのうち奇
数行目の各素子行Ｒにおける偶数列目の表示素子Ｅと偶数行目の各素子行Ｒにおける奇数
列目の表示素子Ｅとが第２表示素子Ｅ2である。
【００１７】
　表示装置１００の動作モードは第１モードと第２モードとの何れかに選択的に制御され
る。第１モードは、各第１表示素子Ｅ1および各第２表示素子Ｅ2の双方を利用して単一の
画像Ｇ0を表示する動作モードである。一方、第２モードは、各第１表示素子Ｅ1による第
１画像ＧAの表示と各第２表示素子Ｅ2による第２画像ＧBの表示とが並列に実行される動
作モードである。第１画像ＧAおよび第２画像ＧBは、例えば、相互に視差を有する立体視
画像である。
【００１８】
　図１の光制御体８０は、各表示素子Ｅからの出射光の方向を可変に制御する光学体であ
る。本形態の光制御体８０は、第１モードにおいて第１状態に制御され、第２モードにお
いて第２状態に制御される。第１状態は、各第１表示素子Ｅ1からの出射光と各第２表示
素子Ｅ2からの出射光とを同じ方向に進行させる状態である。一方、第２状態は、各第１
表示素子Ｅ1からの出射光を所定の方向（以下「第１表示方向」という）に進行させると
ともに、各第２表示素子Ｅ2からの出射光を第１表示方向とは別方向（以下「第２表示方
向」という）に進行させる状態である。例えば、相互に視差を有する立体視画像を表示体
が表示する場合（さらに具体的には左眼用画像を各第１表示素子Ｅ1に表示するとともに
右眼用画像を第２表示素子Ｅ2に表示する場合）、第１表示方向は観察者の左眼の方向に
相当し、第２表示方向は観察者の右眼の方向に相当する。
【００１９】
　図１に示すように、本形態の光制御体８０は、各表示素子Ｅに対応する第１領域８１と
第２領域８２とがＸ方向およびＹ方向に沿って交互に配列する板状の要素である。各第１
領域８１は、照射光を透過させる状態と照射光を遮光する状態との何れかに制御される。
各第２領域８２は、照射光を透過させる領域である。以上の光制御体８０としては、例え
ば、相対向する電極の間隙に液晶が介在する液晶素子を第１領域８１に配置した液晶バリ
アが好適である。第１状態（第１モード）においては、各第１領域８１および各第２領域
８２の双方が透光性に制御される。したがって、各第１表示素子Ｅ1からの出射光と各第
２表示素子Ｅ2からの出射光とは同じ方向に進行する。一方、第２状態（第２モード）に
おいては、図１に示すように各第１領域８１が遮光性に制御されるとともに各第２領域８
２は透光性に維持される。したがって、第１表示素子Ｅ1からの出射光が光制御体８０の
各第２領域８２を透過して第１表示方向に進行し、第２表示素子Ｅ2からの出射光が光制
御体８０の各第２領域８２を透過して第２表示方向に進行する。
【００２０】
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　図２に示すように、２ｍ本の走査線１２はｍ本の第１走査線１２Aとｍ本の第２走査線
１２Bとに区分される。各第１走査線１２Aと各第２走査線１２BとはＹ方向に沿って交互
に配置される（すなわち、相隣接する各第１走査線１２Aの間隙に第２走査線１２Bが位置
する）。第１走査線１２Aには、Ｙ方向に隣接する２個の素子行Ｒに属するとともに別個
の信号線１４に接続された（すなわちＸ方向の位置が相違する）ｎ個の第１表示素子Ｅ1
が接続される。換言すると、第１走査線１２Aには、奇数行目の素子行Ｒにおける奇数列
目の第１表示素子Ｅ1と偶数行目の素子行Ｒにおける偶数列目の第１表示素子Ｅ1とが共通
に接続される。また、第２走査線１２Bには、Ｙ方向に隣接する２個の素子行Ｒに属する
とともに別個の信号線１４に接続されたｎ個の第２表示素子Ｅ2が接続される。すなわち
、奇数行目の素子行Ｒにおける偶数列目の第２表示素子Ｅ2と偶数行目の素子行Ｒにおけ
る奇数列目の第２表示素子Ｅ2とが第２走査線１２Bに対して共通に接続される。以上のよ
うに第１走査線１２Aには複数の第１表示素子Ｅ1のみが接続され、第２走査線１２Bには
複数の第２表示素子Ｅ2のみが接続される。
【００２１】
　図３は、表示装置１００の動作を説明するためのタイミングチャートである。図３に示
すように、走査線駆動回路３２は、第１モードおよび第２モードの何れにおいても、各走
査線１２に出力する走査信号Ｙ（ＹA[1]～ＹA[m]，ＹB[1]～ＹB[m]）を所定の順番でアク
ティブレベルに設定することで、各単位期間（垂直走査期間）Ｆ内の選択期間（水平走査
期間）Ｈ毎に２ｍ本の走査線１２の各々を順次に選択する。走査信号ＹA[1]～ＹA[m]は各
第１走査線１２Aに出力され、走査信号ＹB[1]～ＹB[m]は各第２走査線１２Bに出力される
。本形態の走査線駆動回路３２は、Ｙ方向に沿った配列の順番で２ｍ本の走査線１２の各
々を順次に選択する。第１走査線１２Aと第２走査線１２BとはＹ方向に沿って交互に配置
されるから、走査線駆動回路３２は、図３に示すように、第１走査線１２Aと第２走査線
１２Bとを選択期間Ｈ毎に交互に選択する。
【００２２】
　図２の制御回路４０は、走査線駆動回路３２および信号線駆動回路３４を制御する。例
えば、制御回路４０は、同期信号や制御信号を走査線駆動回路３２および信号線駆動回路
３４に出力するほか、モード指定信号ＭODや階調データＤを信号線駆動回路３４に出力す
る。モード指定信号ＭODは、制御回路４０が選択した動作モード（第１モードまたは第２
モード）を示す信号である。第１モードにおいて、階調データＤは画像Ｇ0の各画素の階
調を指定する。第２モードにおいて、階調データＤは第１画像ＧAおよび第２画像ＧBの各
々における各画素の階調を指定する。
【００２３】
　図２の信号線駆動回路３４は、各表示素子Ｅの印加電圧を指定するデータ電圧Ｘ[1]～
Ｘ[n]を選択期間Ｈ毎にｎ本の信号線１４に対して並列に出力する。第ｉ行目（ｉ＝１～
２ｍ）の走査線１２が選択される選択期間Ｈにおいて第ｊ列目（ｊ＝１～ｎ）の信号線１
４に出力されるデータ電圧Ｘ[j]は、第ｉ行に属する第ｊ列目の表示素子Ｅについて階調
データＤが指定する階調に応じた電圧値に設定される。図３とともに図４および図５を参
照しながら、信号線駆動回路３４の具体的な動作を以下に説明する。図４は、第１モード
における表示の内容を示す概念図であり、図５は、第２モードにおける表示の内容を示す
概念図である。
【００２４】
　制御回路４０から供給されるモード指定信号ＭODが第１モードを示す場合、信号線駆動
回路３４は、図３に示すように、走査線１２（１２A，１２B）が選択される選択期間Ｈに
おいて画像Ｇ0の階調データＤに応じたデータ電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]を生成して各信号線１４
に出力する。したがって、図４に示すように、素子部Ｑの総ての表示素子Ｅ（第１表示素
子Ｅ1および第２表示素子Ｅ2）の階調が画像Ｇ0の階調データＤに応じて設定される。第
１モードにおける光制御体８０は、第１領域８１および第２領域８２の双方が透光性に設
定された第１状態にあるから、表示対１０に対して別方向に位置する各観察者が共通の画
像Ｇ0を視認する。
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【００２５】
　一方、モード指定信号ＭODが第２モードを示す場合、信号線駆動回路３４は、図３に示
すように、第１走査線１２Aが選択される選択期間Ｈにおいては第１画像ＧAの階調データ
Ｄに応じたデータ電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]を生成して各信号線１４に出力し、第２走査線１２B
が選択される選択期間Ｈにおいては第２画像ＧBの階調データＤに応じたデータ電圧Ｘ[1]
～Ｘ[n]を生成して各信号線１４に出力する。
【００２６】
　第１走査線１２Aには複数の第１表示素子Ｅ1のみが接続されるから、第２モードにおい
て第１走査線１２Aが選択される選択期間Ｈでは、当該第１走査線１２Aに接続されたｎ個
の第１表示素子Ｅ1の印加電圧がデータ電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]に応じて（第１画像ＧAの階調デ
ータＤに応じて）設定される。同様に、第２走査線１２Bが選択される選択期間Ｈでは、
当該第２走査線１２Bに接続されたｎ個の第２表示素子Ｅ2の印加電圧がデータ電圧Ｘ[1]
～Ｘ[n]に応じて（第２画像ＧBの階調データＤに応じて）設定される。したがって、第２
モードにおいては、図５に示すように、第１表示素子Ｅ1には第１画像ＧAが表示されると
ともに第２表示素子Ｅ2には第２画像ＧBが表示される。
【００２７】
　第２モードにおける光制御体８０は、第１領域８１が遮光性に制御されるとともに第２
領域８２が透光性に制御された第２状態にある。図６は、第２モードの第ｆ番目の単位期
間Ｆにて第１表示方向に出力される画像（部分(A)）と第２表示方向に出力される画像（
部分(B)）とを示す模式図である。図６の部分(A)に示すように、第１表示素子Ｅ1からの
表示光が第１表示方向に出射することで第１画像ＧAが第１表示方向に出力され、図６の
部分(B)に示すように、第２表示素子Ｅ2からの表示光が第２表示方向に出射することで第
２画像ＧBが第２表示方向に出力される。
【００２８】
　以上に説明したように、本形態においては、第１走査線１２Aに第１表示素子Ｅ1のみが
接続されるとともに第２走査線１２Bに第２表示素子Ｅ2のみが接続されるから、選択期間
Ｈにて各信号線１４に出力されるデータ電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]は共通の画像（ＧA，ＧB）の階
調データＤから生成される。したがって、第１画像ＧAの階調データＤと第２画像ＧBの階
調データＤとを選択期間Ｈ毎に合成するといった複雑な処理や構成が不要であるという利
点がある。
【００２９】
　以上の動作に加えて、信号線駆動回路３４は、各表示素子Ｅの印加電圧が所定の周期で
正極性および負極性の一方から他方に変化するように、所定の基準電圧（例えば対向電極
の電圧）に対するデータ電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]の極性を選定する。以下では図３から図５を参
照しながら、素子部Ｑによる画像の表示と表示素子Ｅの印加電圧の極性（データ電圧Ｘの
極性の条件）とについて説明する。なお、図３には、第ｊ列目のデータ電圧Ｘ[j]および
第(j+1)列目のデータ電圧Ｘ[j+1]の各々の極性（＋，－）が図示されている。また、図４
および図５には、第ｆ番目の単位期間Ｆおよび第(f+1)番目の単位期間Ｆの各々における
各表示素子Ｅの印加電圧の極性（＋，－）が図示されている。
【００３０】
　第１モードおよび第２モードの何れにおいても、信号線駆動回路３４は、図３に示すよ
うに、ひとつの表示素子Ｅに供給されるデータ電圧Ｘ[j]の極性を単位期間Ｆ毎に反転さ
せる。したがって、図４および図５の各々に示すように、第ｆ番目の単位期間Ｆ（部分(A
)）と第(f+1)番目の単位期間Ｆ（部分(B)）とでは各表示素子Ｅの印加電圧の極性が逆転
する。
【００３１】
　また、第１モードおよび第２モードの何れにおいても、信号線駆動回路３４は、図３に
示すように、Ｘ方向に隣接する各信号線１４に対してひとつの選択期間Ｈにて出力するデ
ータ電圧Ｘ（Ｘ[j]，Ｘ[j+1]）を逆極性に設定する。したがって、図４および図５に示す
ように、同じ第１走査線１２Aに接続されたｎ個の第１表示素子Ｅ1のうち奇数行目の各第
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１表示素子Ｅ1と偶数行目の各第１表示素子Ｅ1とでは印加電圧が逆極性となる。同様に、
同じ第２走査線１２Bに接続されたｎ個の第２表示素子Ｅ2のうち奇数行目の各第２表示素
子Ｅ2と偶数行目の各第２表示素子Ｅ2とでは印加電圧が逆極性となる。
【００３２】
　また、第１モードが指示される場合、信号線駆動回路３４は、図３に示すように、選択
期間Ｈ毎にデータ電圧Ｘの極性を反転する。本形態においては第１走査線１２Aと第２走
査線１２Bとが選択期間Ｈ毎に交互に選択されるから、データ電圧Ｘ[j]は、第１走査線１
２Aおよび第２走査線１２Bの一方が選択される選択期間Ｈにて正極性に設定され、第１走
査線１２Aおよび第２走査線１２Bの他方が選択される選択期間Ｈにて負極性に設定される
。したがって、同じ信号線１４に接続された２ｍ個の表示素子Ｅに着目すると、図４に示
すように、Ｙ方向に隣接する第１表示素子Ｅ1と第２表示素子Ｅ2とでは印加電圧の極性が
反転する。
【００３３】
　一方、第２モードが指示される場合、信号線駆動回路３４は、図３に示すように、相前
後する２個の選択期間Ｈ（第１走査線１２Aの選択期間Ｈと第２走査線１２Bの選択期間Ｈ
）を単位としてデータ電圧Ｘの極性を反転する。例えば、走査信号ＹA[1]および走査信号
ＹB[1]の各々がハイレベルとなる２個の選択期間Ｈにてデータ電圧Ｘ[j]は正極性に設定
され、走査信号ＹA[2]および走査信号ＹB[2]の各々がハイレベルとなる２個の選択期間Ｈ
にてデータ電圧Ｘ[j]は負極性に反転する。したがって、図５に示すように、同じ信号線
１４に接続された２ｍ個の表示素子Ｅに着目すると、Ｙ方向に隣接する２個の表示素子Ｅ
（第１表示素子Ｅ1および第２表示素子Ｅ2）を単位として印加電圧の極性が反転する。
【００３４】
　階調データＤによって同じ階調が指定された場合であっても、実際の表示素子Ｅの階調
は印加電圧の極性に応じて相違する場合がある。したがって、第２モードにおいて、単位
期間Ｆ内で総ての第１表示素子Ｅ1（または総ての第２表示素子Ｅ2）の印加電圧が同極性
であるとすれば、複数の単位期間Ｆにわたって同じ階調が指定された場合であっても、単
位期間Ｆ毎に第１表示素子Ｅ1の階調が変動する（ひいてはフリッカが顕在化する）とい
う問題がある。本形態においては、印加電圧が正極性である第１表示素子Ｅ1と印加電圧
が負極性である第１表示素子Ｅ1とがひとつの単位期間Ｆ内において混在するから、印加
電圧の極性に応じた階調の相違が素子部Ｑ内において平均化されて観察者に知覚され難く
なるという利点がある。
【００３５】
　また、第１モードにおいては、Ｘ方向に隣接する各信号線１４で逆極性となるように設
定されたデータ電圧Ｘ（Ｘ[j]，Ｘ[j+1]）の極性が選択期間Ｈ毎に反転する。一方、第２
モードにおいては、Ｘ方向に隣接する各信号線１４で逆極性となるように設定されたデー
タ電圧Ｘ（Ｘ[j]，Ｘ[j+1]）の極性が２個の選択期間Ｈを単位として反転する。すなわち
、本形態においては、データ電圧Ｘの極性を反転させる周期が第１モード（選択期間Ｈ）
と第２モード（２個の選択期間Ｈ）とで変化するに過ぎず、Ｘ方向に配列する各信号線１
４に供給されるデータ電圧Ｘの極性の配列は第１モードと第２モードとで共通する。した
がって、データ電圧Ｘの極性を反転させる単位となる信号線１４の本数が第１モードと第
２モードとで相違する構成と比較して、信号線駆動回路３４にてデータ電圧Ｘを生成する
構成や処理が簡素化されるという利点がある。
【００３６】
＜Ｂ：第２実施形態＞
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。なお、以下の各形態において作用や機
能が第１実施形態と同等である要素については、以上と同じ符号を付して各々の詳細な説
明を適宜に省略する。
【００３７】
　図７は、本発明の第２実施形態における表示体１０の電気的な構成を示すブロック図で
ある。図７に示すように、素子部Ｑ内の各表示素子Ｅは複数の表示色（赤色（Ｒ），緑色
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（Ｇ），青色（Ｂ））の何れかに対応する。すなわち、赤色に対応する表示素子Ｅは赤色
に対応した波長の色光を観察側に出射し、緑色の表示素子Ｅは緑色の色光を出射し、青色
の表示素子Ｅは青色の色光を出射する。第(3k-2)列目の各表示素子Ｅは赤色に対応し、第
(3k-1)列目の各表示素子Ｅは緑色に対応し、第3k列目の各表示素子Ｅは青色に対応する（
ｋは自然数）。したがって、Ｙ方向に配列する２ｍ個の表示素子Ｅは同色に対応する（ス
トライプ配列）。もっとも、各表示色の配列の態様は任意に変更される。
【００３８】
　第１実施形態や第２実施形態と同様に、２ｍ本の走査線１２のうちｍ本の第１走査線１
２Aの各々には２個の素子行Ｒに属するｎ個の第１表示素子Ｅ1が接続され、ｍ本の第２走
査線１２Bの各々には２個の素子行Ｒに属するｎ個の第２表示素子Ｅ2が接続される。図７
に示すように、共通の走査線１２に接続されたｎ個の表示素子Ｅは、相隣接する３本の信
号線１４に接続された３個の表示素子Ｅ（すなわち赤色と緑色と青色とに対応する３個の
表示素子Ｅ）を単位として素子群Ｐに区分される。各素子群Ｐにおける３個の表示素子Ｅ
の各々の階調を素子群Ｐ毎に制御することで素子部Ｑには複数色の画像が表示される。
【００３９】
　信号線駆動回路３４は、相隣接する３本の信号線１４毎（すなわちＸ方向に配列する素
子群Ｐ毎）に配置された複数（ｎ/３個）の分配回路３５を具備する。図８に示すように
、分配回路３５（デマルチプレクサ）は、入力点Ｎと３個のスイッチＳＷ（ＳＷR，ＳＷG
，ＳＷB）とを含む。入力点Ｎには原信号Ｓ0が供給される。原信号Ｓ0は、ひとつの素子
群Ｐに属する３個の表示素子Ｅの階調（印加電圧）を時分割で指定する１系統の電圧信号
である。分配回路３５は、３個のスイッチＳＷ（ＳＷR，ＳＷG，ＳＷB）の各々を順番に
導通させることで原信号Ｓ0を３系統に分配する。信号線駆動回路３４は、分配回路３５
が分配した３系統の信号の各々に基づいてひとつの素子群Ｐに対応する３系統のデータ電
圧Ｘを生成して各信号線１４に出力する。
【００４０】
　図９は、表示装置１００の動作を示すタイミングチャートである。また、図１０および
図１１は、第ｆ番目の単位期間Ｆおよび第(f+1)番目の単位期間Ｆの各々について、素子
部Ｑに表示される画像の内容と各表示素子Ｅの印加電圧の極性（＋，－）とを示す概念図
である。図１０は第１モードでの状態に相当し、図１１は第２モードでの状態に相当する
。図９に示すように、第１モードおよび第２モードの何れにおいても走査線駆動回路３２
が２ｍ本の走査線１２を配列の順番に（すなわち第１走査線１２Aと第２走査線１２Bとを
交互に）選択する動作は第１実施形態と同様である。
【００４１】
　一方、信号線駆動回路３４は、第ｉ行目の走査線１２が選択される選択期間Ｈにおいて
、当該走査線１２に接続されたｎ個の表示素子Ｅの階調（印加電圧）を指定するｎ系統の
データ電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]を各分配回路３５の動作に応じて生成して各信号線１４に出力す
る。データ電圧Ｘについて図９に表記された記号「_R」は、画像（Ｇ0，ＧA，ＧB）にお
ける赤色の画素の階調に対応した電圧値を意味する。同様に、記号「_G」は緑色の画素の
階調に対応した電圧値を意味し、記号「_B」は青色の画素の階調に対応した電圧値を意味
する。
【００４２】
　制御回路４０が選択する動作モードと素子部Ｑにおける表示の内容との関係は第１実施
形態と同様である。すなわち、図９に示すように、第１モードにおけるデータ電圧Ｘ[1]
～Ｘ[n]は、画像Ｇ0の階調データＤに応じて生成される。したがって、素子部Ｑの総ての
表示素子Ｅが画像Ｇ0を表示する。一方、図９に示すように、第２モードにおけるデータ
電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]は、第１走査線１２Aの選択期間Ｈにて第１画像ＧAの階調データＤに応
じて生成され、第２走査線１２Bの選択期間Ｈにて第２画像ＧBの階調データＤに応じて生
成される。したがって、第１表示素子Ｅ1には第１画像ＧAが表示されるとともに第２表示
素子Ｅ2には第２画像ＧBが表示される。
【００４３】
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　次に、各データ電圧Ｘの極性（表示素子Ｅの印加電圧の極性）について詳述する。なお
、第１モードおよび第２モードの何れにおいても、各表示素子Ｅの印加電圧の極性が単位
期間Ｆ毎に反転するようにデータ電圧Ｘの極性が設定される動作は、第１実施形態と同様
である。
【００４４】
　第１モードおよび第２モードの何れにおいても、信号線駆動回路３４は、ひとつの素子
群Ｐに対応する３本の信号線１４の各々に出力するデータ電圧Ｘを同極性に設定する。例
えば、図９に示すように、ひとつの素子群Ｐに対応する第ｊ列目から第(j+2)列目までの
３本の信号線１４に供給されるデータ電圧Ｘ[j]～Ｘ[j+2]は同極性である。したがって、
図１０および図１１に示すように、同じ素子群Ｐに属する３個（赤色，緑色，青色）の表
示素子Ｅの各々の印加電圧は同極性となる。
【００４５】
　また、第１モードおよび第２モードの何れにおいても、信号線駆動回路３４は、ひとつ
の素子群Ｐに対応する３本の信号線１４を単位としてデータ電圧Ｘの極性を反転させる。
例えば、図９に示すように、ひとつの素子群Ｐに対応する第ｊ列目から第(j+2)列目まで
の３本の信号線１４に供給されるデータ電圧Ｘ[j]～Ｘ[j+2]と、当該素子群Ｐに隣接する
他の素子群Ｐに対応する第(j+3)列目から第（j+5）列目までの３本の信号線１４に供給さ
れるデータ電圧Ｘ[j+3]～Ｘ[j+5]とは逆極性である。したがって、図１０および図１１に
示すように、同じ走査線１２に接続された複数の素子群ＰのうちＸ方向に相隣接する２個
の素子群Ｐにおいて各表示素子Ｅの印加電圧は逆極性となる。
【００４６】
　また、第１モードが指示される場合、信号線駆動回路３４は、図９に示すように、選択
期間Ｈ毎にデータ電圧Ｘの極性を反転する。したがって、同じ信号線１４に接続された２
ｍ個の表示素子Ｅに着目すると、図１０に示すように、Ｙ方向に隣接する第１表示素子Ｅ
1と第２表示素子Ｅ2とでは印加電圧の極性が反転する。一方、第２モードが指示される場
合、信号線駆動回路３４は、図９に示すように、相前後する２個の選択期間Ｈ（第１走査
線１２Aの選択期間Ｈと第２走査線１２Bの選択期間Ｈ）を単位としてデータ電圧Ｘの極性
を反転する。したがって、図１１に示すように、同じ信号線１４に接続された２ｍ個の表
示素子Ｅに着目すると、Ｙ方向に隣接する２個の表示素子Ｅ（第１表示素子Ｅ1および第
２表示素子Ｅ2）を単位として印加電圧の極性が反転する。
【００４７】
　図１２は、第ｆ番目の単位期間Ｆにて第１表示方向に出力される画像（部分(A)）と第
２表示方向に出力される画像（部分(B)）とを示す模式図である。図１２の部分(A)に示す
ように、印加電圧が正極性の第１表示素子Ｅ1と印加電圧が負極性の第１表示素子Ｅ1とを
分散的に混在させることで第１表示方向に第１画像ＧAが表示される。同様に、印加電圧
が正極性の第２表示素子Ｅ2と印加電圧が負極性の第２表示素子Ｅ2とを混在させることで
第２方向に第２画像ＧBが表示される。したがって、第１実施形態と同様に、印加電圧の
極性に応じた表示素子Ｅの階調の相違が素子部Ｑ内において平均化されて観察者に知覚さ
れ難くなるという利点がある。
【００４８】
　ひとつの素子群Ｐに属する３個の表示素子Ｅの印加電圧は同極性に設定されるから、各
表示素子Ｅの印加電圧の極性が素子群Ｐ内で相違する場合と比較して、素子群Ｐにおける
各表示素子Ｅの階調の関係（バランス）が正確に設定される。したがって、画像の色再現
性を高めることが可能である。また、ひとつの素子群Ｐに属する３個の表示素子Ｅの印加
電圧が同極性であるから、各分配回路３５が原信号Ｓ0を３系統に分配する期間内におい
て入力点Ｎの電圧は同極性に維持される。したがって、各表示素子Ｅの印加電圧の極性が
素子群Ｐ内で相違する場合（すなわち原信号Ｓ0を分配する期間内において原信号Ｓ0の極
性が変動する場合）と比較して入力点Ｎの電圧の変動が抑制される（さらには信号線駆動
回路３４における電力の消費が低減される）という利点がある。
【００４９】
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　第２モードにおいては、Ｙ方向に隣接する第１表示素子Ｅ1と第２表示素子Ｅ2とで印加
電圧が同極性に設定される。したがって、Ｙ方向に相隣接する総ての表示素子Ｅで印加電
圧の極性を反転させる場合（例えば第１モード）と比較して、データ電圧Ｘの極性を反転
させる回数やデータ電圧Ｘの電圧値の変動量が抑制される。したがって、信号線駆動回路
３４にて消費される電力が低減されるという利点がある。第１画像ＧAおよび第２画像ＧB
の一方が黒色の画像であって他方が白色の画像であるような場合には第１表示素子Ｅ1と
第２表示素子Ｅ2とで印加電圧の相違が増大するから、データ電圧Ｘの極性の反転の回数
や電圧値の変動量が抑制される本形態が格別に有効である。
【００５０】
　第１モードにおいては、Ｘ方向に隣接する素子群Ｐで各表示素子Ｅの印加電圧が逆極性
となるとともに同じ素子群Ｐ内の各表示素子Ｅで印加電圧が同極性となるように設定され
たデータ電圧Ｘの極性が選択期間Ｈ毎に反転する。一方、第２モードにおいては、Ｘ方向
に隣接する素子群Ｐで各表示素子Ｅの印加電圧が逆極性になるとともに同じ素子群Ｐ内の
各表示素子Ｅで印加電圧が同極性となるように設定されたデータ電圧Ｘの極性が２個の選
択期間Ｈを単位として反転する。すなわち、本形態においては、第１実施形態と同様に、
データ電圧Ｘの極性を反転させる周期が第１モード（選択期間Ｈ）と第２モード（２個の
選択期間Ｈ）とで変化するに過ぎず、Ｘ方向に配列する各信号線１４に供給されるデータ
電圧Ｘの極性の配列は第１モードと第２モードとで共通する。したがって、データ電圧Ｘ
の極性を反転させる単位となる信号線１４の本数が第１モードと第２モードとで相違する
構成と比較して、信号線駆動回路３４にてデータ電圧Ｘを生成する構成や処理が簡素化さ
れるという利点がある。
【００５１】
＜Ｃ：第３実施形態＞
　図１３は、本発明の第３実施形態に係る表示装置１００の動作を示すタイミングチャー
トである。図１３に示すように、複数の単位期間Ｆの各々は、当該単位期間Ｆの始点から
所定の時間長にわたる第１期間Ｔ1と、第１期間Ｔ1の経過後から当該単位期間Ｆの終点ま
での第２期間Ｔ2とに区分（２等分）される。図１３に例示した走査信号ＹA[1]～ＹA[m]
および走査信号ＹB[1]～ＹB[m]の波形から理解されるように、走査線駆動回路３２は、第
１モードおよび第２モードの何れにおいても、各単位期間Ｆの第１期間Ｔ1にてｍ本の第
１走査線１２Aの各々を順次に選択し、各単位期間Ｆの第２期間Ｔ2にてｍ本の第２走査線
１２Bの各々を順次に選択する。
【００５２】
　第１モードが指示される場合、信号線駆動回路３４は、第１期間Ｔ1および第２期間Ｔ2
の各々において画像Ｇ0の階調データＤに応じたデータ電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]を選択期間Ｈ毎
に各信号線１４に出力する。一方、第２モードが指示される場合、信号線駆動回路３４は
、第１期間Ｔ1の各選択期間Ｈでは第１画像ＧAの階調データＤに応じたデータ電圧Ｘ[1]
～Ｘ[n]を出力し、第２期間Ｔ2の各選択期間Ｈでは第２画像ＧBの階調データＤに応じた
データ電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]を出力する。
【００５３】
　第１モードおよび第２モードの何れにおいても、Ｘ方向に隣接する各信号線１４に出力
されるデータ電圧Ｘ（Ｘ[j]，Ｘ[j+1]）は逆極性に設定される。また、第１モードにおい
て、データ電圧Ｘ[j]の極性は、第１期間Ｔ1内の各選択期間Ｈにて同極性に維持されると
ともに第２期間Ｔ2内の各選択期間Ｈにて同極性に維持され、かつ、第１期間Ｔ1と第２期
間Ｔ2とで逆極性に設定される。第２モードにおいて、データ電圧Ｘ[j]の極性は、第１期
間Ｔ1内の選択期間Ｈ毎に反転するとともに第２期間Ｔ2内の選択期間Ｈ毎に反転する。な
お、ひとつの表示素子Ｅに供給されるデータ電圧Ｘの極性が単位期間Ｆ毎に反転する点は
第１実施形態と同様である。
【００５４】
　走査線駆動回路３２および信号線駆動回路３４は以上のように動作するから、単位期間
Ｆの全体に着目すると、第１モードでは図４に図示した極性の電圧が印加されることで第
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１表示素子Ｅ1および第２表示素子Ｅ2に画像Ｇ0が表示され、第２モードでは図５に図示
した極性の電圧が印加されることで第１表示素子Ｅ1に第１画像ＧAが表示されるとともに
第２表示素子Ｅ2に第２画像ＧBが表示される。したがって、第１実施形態と同様の作用お
よび効果が奏される。
【００５５】
＜Ｄ：第４実施形態＞
　図１４は、本発明の第４実施形態に係る表示装置１００の動作を示すタイミングチャー
トである。第３実施形態と同様に、走査線駆動回路３２は、複数の単位期間Ｆの各々にお
ける第１期間Ｔ1にてｍ本の第１走査線１２Aの各々を選択期間Ｈ毎に順次に選択し、第２
期間Ｔ2にてｍ本の第２走査線１２Bの各々を選択期間Ｈ毎に順次に選択する。素子部Ｑの
各表示素子Ｅが表示色に応じて素子群Ｐに区分される構成は第２実施形態と同様である。
【００５６】
　第１モードおよび第２モードの何れにおいても、第２実施形態と同様に、ひとつの素子
群Ｐに対応する３本の信号線１４に供給されるデータ電圧Ｘ（Ｘ[j]，Ｘ[j+1]，Ｘ[j+2]
）は同極性に設定され、かつ、ひとつの素子群Ｐに対応する３本の信号線１４を単位とし
てデータ電圧Ｘの極性は反転する。また、第１モードにおいて、データ電圧Ｘ[j]の極性
は、第１期間Ｔ1内の各選択期間Ｈにて同極性に維持されるとともに第２期間Ｔ2内の各選
択期間Ｈにて同極性に維持され、かつ、第１期間Ｔ1と第２期間Ｔ2とで逆極性に設定され
る。一方、第２モードにおいて、データ電圧Ｘ[j]の極性は、第１期間Ｔ1内の選択期間Ｈ
毎に反転するとともに第２期間Ｔ2内の選択期間Ｈ毎に反転する。なお、ひとつの表示素
子Ｅに供給されるデータ電圧Ｘの極性が単位期間Ｆ毎に反転する点は第２実施形態と同様
である。
【００５７】
　走査線駆動回路３２および信号線駆動回路３４は以上のように動作するから、単位期間
Ｆの全体に着目すると、第１モードでは図１０に図示した極性の電圧が印加されることで
第１表示素子Ｅ1および第２表示素子Ｅ2に画像Ｇ0が表示され、第２モードでは図１１に
図示した極性の電圧が印加されることで第１表示素子Ｅ1に第１画像ＧAが表示されるとと
もに第２表示素子Ｅ2に第２画像ＧBが表示される。したがって、第２実施形態と同様の作
用および効果が奏される。
【００５８】
＜Ｅ：変形例＞
　以上の各形態には様々に変形される。具体的な変形の態様を以下に例示する。なお、以
下の例示から２以上の態様を任意に選択して組合わせてもよい。
【００５９】
（１）変形例１　
　第１画像ＧAおよび第２画像ＧBの内容は立体視画像に限定されない。表示装置１００に
対して別方向に居る複数の観察者の各々に別個の画像を提供する場合にも以上の各形態に
係る表示装置１００が好適に採用される。例えば、表示装置１００をカーナビゲーション
装置に利用した場合には、助手席の観察者に提供される各種の動画像が第１画像ＧAとし
て第１表示素子Ｅ1に表示され、運転手に提供される道案内の画像が第２画像ＧBとして第
２表示素子Ｅ2に表示される。
【００６０】
（２）変形例２　
　第２実施形態や第４実施形態においては単位期間Ｆ内をひとつの第１期間Ｔ1とひとつ
の第２期間Ｔ2とで構成したが、単位期間Ｆ内の第１期間Ｔ1と第２期間Ｔ2との個数比は
任意に変更される。例えば、各単位期間Ｆ内に複数の第１期間Ｔ1とひとつの第２期間Ｔ2
とを設定した構成によれば、第１期間Ｔ1にて第１表示素子Ｅ1に表示される第１画像ＧA
が第２画像ＧAと比較して短い周期で更新される。したがって、例えば、画像の変化が多
い動画像を第１画像ＧAに選定するとともに静止画や画像の変化が少ない動画像を第２画
像ＧBに選定することで、被写体が滑らかに変化するように第１画像ＧAが表示され、かつ
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、第２画像ＧBを第１画像ＧAと同じ周期で更新する構成と比較して走査線駆動回路３２や
信号線駆動回路３４に要求される動作の速度が低減されるという利点がある。
【００６１】
　また、第２実施形態や第４実施形態のように各第１走査線１２Aを選択する第１期間Ｔ1
と各第２走査線１２Bを選択する第２期間Ｔ2とが個別に設定された構成においては、走査
線駆動回路３２が選択する走査線１２の本数を第１期間Ｔ1と第２期間Ｔ2とで相違させる
構成も好適である。例えば、第１期間Ｔ1にてｍ本の第１走査線１２Aのうち第１行目から
第ｍ/２行目までの各第１走査線１２Aのみを選択し、第２期間Ｔ2にてｍ本の第２走査線
１２Bの各々を選択する構成においては、素子部Ｑの上半分のみに表示された第１画像ＧA
と素子部Ｑの全体に表示された第２画像ＧBとを別方向に出力することが可能である。
【００６２】
（３）変形例３　
　光制御体８０の構成は適宜に変更される。例えば、液晶バリアの液晶素子に代えて、荷
電粒子の泳動によって透光または遮光の何れかの状態となる電気泳動素子（例えば白色ま
たは黒色に着色された荷電粒子が流体とともに封止されたマイクロカプセル）を第１領域
８１に配置した構成も好適である。また、レンズ状に整形された透光性の筐体の内部に液
晶を封止した液晶レンズが光制御体８０として採用される。液晶レンズにおいては、液晶
の屈折率を印加電圧に応じて制御することで、各表示素子Ｅからの出射光を表示装置１０
０の前方に出射させる第１状態と、第１表示素子Ｅ1からの出射光と第２表示素子Ｅ2の出
射光とを別方向に進行させる第２状態との何れかを選択することが可能である。また、光
制御体８０を表示体１０と背面側の照明装置との間隙に配置した構成も好適である。光制
御体８０が第１状態に制御されると、照明装置からの出射光が各表示素子Ｅを透過して観
察側に出射し、光制御体８０が第２状態に制御されると、照明装置からの出射光のうち第
２領域８２を通過して第１表示方向に進行する光が第１表示素子Ｅ1を透過し、第２領域
８２を通過して第２表示方向に進行する光が第２表示素子Ｅ2を透過する。
【００６３】
（４）変形例４　
　以上の各形態においてはひとつの走査線駆動回路３２がｍ本の第１走査線１２Aとｍ本
の第２走査線１２Bとを選択したが、各第１走査線１２Aを選択する走査線駆動回路３２と
各第２走査線１２Bを選択する走査線駆動回路３２とが別個に配置された構成も好適であ
る。
【００６４】
（５）変形例５　
　以上の各形態においては、最上段の素子行Ｒがｎ/２個の第１表示素子Ｅ1のみで構成さ
れるとともに最下段の素子行Ｒがｎ/２個の第２表示素子Ｅ2のみで構成される場合を例示
したが、図１５に示すように、最上段や最下段の素子行Ｒについても他の素子行Ｒと同様
に第１表示素子Ｅ1と第２表示素子Ｅ2とを交互に配列させてもよい。
【００６５】
（６）変形例６　
　以上の各形態においては、信号線駆動回路３４が、第１画像ＧAおよび第２画像ＧBの双
方の総ての画素の階調データＤを選択的に使用してデータ電圧Ｘ[1]～Ｘ[n]を生成したが
、第１画像ＧAのうち各第１表示素子Ｅ1に対応する各画素と第２画像ＧBのうち第２表示
素子Ｅ2に対応する各画素とに対応する階調データＤのみが制御回路４０から信号線駆動
回路３４に供給される構成も好適である。
【００６６】
（７）変形例７　
　液晶素子は表示素子の例示に過ぎない。第１走査線１２Aに複数の第１表示素子Ｅ1のみ
が接続されるとともに第２走査線１２Bに複数の第２表示素子Ｅ2のみが接続される構成に
採用される表示素子について、自身が発光する自発光型と外光の透過率を変化させる非発
光型との区別や、電流の供給によって駆動される電流駆動型と電界（電圧）の印加によっ
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て駆動される電圧駆動型との区別は不問である。例えば、有機ＥＬ（Electroluminescenc
e）素子，無機ＥＬ素子，電界電子放出素子（ＦＥ（Field-Emission）素子），表面伝導
型電子放出素子（ＳＥ（Surface conduction Electron emitter）素子），弾道電子放出
素子（ＢＳ（Ballistic electron Emitting）素子），ＬＥＤ（Light Emitting Diode）
素子，電気泳動素子、エレクトロクロミック素子など様々な表示素子を利用した表示装置
に本発明は適用される。すなわち、表示素子とは、電流の供給や電圧（電界）の印加とい
った電気的な作用に応じて階調（透過率や輝度といった光学的な特性）が変化する電気光
学素子（画素）である。もっとも、以上の各形態に例示したように表示素子の印加電圧の
極性を経時的に反転させる構成は、直流成分の継続的な印加が特性の劣化などの不具合の
原因となる表示素子（典型的には液晶素子）に特に好適である。
【００６７】
＜Ｆ：応用例＞
　次に、本発明に係る表示装置１００を利用した電子機器について説明する。図１６ない
し図１８には、以上に説明した何れかの形態に係る表示装置１００を利用した電子機器の
形態が図示されている。
【００６８】
　図１６は、表示装置１００を利用したモバイル型のパーソナルコンピュータの構成を示
す斜視図である。パーソナルコンピュータ２０００は、各種の画像を表示する表示装置１
００と、電源スイッチ２００１やキーボード２００２が設置された本体部２０１０とを具
備する。
【００６９】
　図１７は、表示装置１００を適用した携帯電話機の構成を示す斜視図である。携帯電話
機３０００は、複数の操作ボタン３００１およびスクロールボタン３００２と、各種の画
像を表示する表示装置１００とを備える。スクロールボタン３００２を操作することによ
って、表示装置１００に表示される画面がスクロールされる。
【００７０】
　図１８は、表示装置１００を適用した携帯情報端末（ＰＤＡ：Personal Digital Assis
tants）の構成を示す斜視図である。情報携帯端末４０００は、複数の操作ボタン４００
１および電源スイッチ４００２と、各種の画像を表示する表示装置１００とを備える。電
源スイッチ４００２を操作すると、住所録やスケジュール帳といった様々な情報が表示装
置１００に表示される。
【００７１】
　なお、本発明に係る電気光学装置が適用される電子機器としては、図１６から図１８に
例示した機器のほか、デジタルスチルカメラ、テレビ、ビデオカメラ、カーナビゲーショ
ン装置、ページャ、電子手帳、電子ペーパー、電卓、ワードプロセッサ、ワークステーシ
ョン、テレビ電話、ＰＯＳ端末、プリンタ、スキャナ、複写機、ビデオプレーヤ、タッチ
パネルを備えた機器等などが挙げられる。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の第１実施形態に係る表示装置の模式図である。
【図２】表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。
【図３】表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図４】第１モードにおける素子部の表示の内容を示す模式図である。
【図５】第２モードにおける素子部の表示の内容を示す模式図である。
【図６】第２モードにおいて観察者が視認する画像を示す模式図である。
【図７】第２実施形態に係る表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。
【図８】分配回路の構成を示す回路図である。
【図９】表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図１０】第１モードにおける素子部の表示の内容を示す模式図である。
【図１１】第２モードにおける素子部の表示の内容を示す模式図である。
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【図１２】第２モードにおいて観察者が視認する画像を示す模式図である。
【図１３】本発明の第３実施形態に係る表示装置の動作を示すタイミングチャートである
。
【図１４】本発明の第４実施形態に係る表示装置の動作を示すタイミングチャートである
。
【図１５】変形例に係る表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。
【図１６】電子機器の形態（パーソナルコンピュータ）を示す斜視図である。
【図１７】電子機器の形態（携帯電話機）を示す斜視図である。
【図１８】電子機器の形態（携帯情報端末）を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００７３】
１００……表示装置、１０……表示体、Ｑ……素子部、Ｒ……素子行、１２……走査線、
１２A……第１走査線、１２B……第２走査線、１４……信号線、Ｅ……表示素子、Ｅ1…
…第１表示素子、Ｅ2……第２表示素子、３２……走査線駆動回路、３４……信号線駆動
回路、３５……分配回路、４０……制御回路、Ｆ……単位期間、Ｔ1……第１期間、Ｔ2…
…第２期間、Ｐ……素子群、８０……光制御体、８１……第１領域、８２……第２領域。

【図１】
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【図３】

【図４】
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【図１０】

【図１１】
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【図１２】

【図１３】
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【図１８】
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